
(57)【要約】

【課題】化粧カバーを必須とするものでなく、また、特

別の漏電対策を必要としない壁付けスイッチ装置装置。

【解決手段】無線電波が透過する壁下地層１２の表面側

に配置した無線タグ１３と、壁下地層１２の裏面側又は

層内に配置したリーダ１４を備え、無線タグ１３は、リ

ーダ１４からの無線電波を受信するアンテナ１５と、無

線電波を受信して電源の供給を受け、この電源を利用し

てデータをアンテナ１５からリーダ１４へ送信する無線

タグＩＣ１６と、無線タグＩＣ１６のデータの送信をＯ

Ｎ／ＯＦＦ制御する操作スイッチ１７を備え、リーダ１

４は、無線タグ１３に対する無線電波の送受信を行うア

ンテナ１８と、無線タグ１３から送信される無線タグＩ

Ｃ１６のデータに応じてＯＮ／ＯＦＦする通電制御用ス

イッチ１９を備えたこと。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
無 線 電 波 が 透 過 す る 壁 下 地 層 の 表 面 側 に 配 置 し た 無 線 タ グ と 、 壁 下 地 層 の 裏 面 側 又 は 層 内
に 配 置 し た リ ー ダ を 備 え た 壁 付 け ス イ ッ チ 装 置 で あ っ て 、 無 線 タ グ は 、 リ ー ダ か ら の 無 線
電 波 を 受 信 す る ア ン テ ナ と 、 無 線 電 波 を 受 信 し て 電 源 の 供 給 を 受 け 、 こ の 電 源 を 利 用 し て
デ ー タ を ア ン テ ナ か ら リ ー ダ へ 送 信 す る 無 線 タ グ Ｉ Ｃ と 、 当 該 無 線 タ グ Ｉ Ｃ の デ ー タ の 送
信 を Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 す る 操 作 ス イ ッ チ を 備 え 、 リ ー ダ は 、 無 線 タ グ に 対 す る 無 線 電 波 の
送 受 信 を 行 う ア ン テ ナ と 、 無 線 タ グ か ら 送 信 さ れ る 無 線 タ グ Ｉ Ｃ の デ ー タ に 応 じ て Ｏ Ｎ ／
Ｏ Ｆ Ｆ す る 通 電 制 御 用 ス イ ッ チ を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 壁 付 け ス イ ッ チ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 無 線 タ グ を 、 前 記 壁 下 地 層 と 可 撓 性 の 壁 仕 上 層 の 間 に 配 置 し 、 該 壁 仕 上 層 の 表 面 か ら
感 圧 式 の 前 記 操 作 ス イ ッ チ を 押 圧 操 作 で き る よ う に し た 請 求 項 １ 記 載 の 壁 付 け ス イ ッ チ 装
置 。
【 請 求 項 ３ 】
壁 仕 上 層 の 表 面 側 に 配 置 し た 無 線 タ グ と 、 リ ー ダ を 備 え た 壁 付 け ス イ ッ チ 装 置 で あ っ て 、
該 無 線 タ グ は 、 リ ー ダ か ら の 無 線 電 波 を 受 信 す る ア ン テ ナ と 、 無 線 電 波 を 受 信 し て 電 源 の
供 給 を 受 け 、 こ の 電 源 を 利 用 し て デ ー タ を ア ン テ ナ か ら リ ー ダ へ 送 信 す る 無 線 タ グ Ｉ Ｃ と
、 当 該 無 線 タ グ Ｉ Ｃ の デ ー タ の 送 信 を Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 す る 操 作 ス イ ッ チ を 備 え 、 該 リ ー
ダ は 、 壁 仕 上 層 と 壁 下 地 層 の 間 に 配 置 し て 無 線 タ グ に 対 す る 無 線 電 波 の 送 受 信 を 行 う ア ン
テ ナ と 、 無 線 タ グ か ら 送 信 さ れ る 無 線 タ グ Ｉ Ｃ の デ ー タ に 応 じ て Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ す る 通 電 制
御 用 ス イ ッ チ を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 壁 付 け ス イ ッ チ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
無 線 電 波 が 透 過 す る 壁 下 地 層 の 表 面 側 に 配 置 し た 無 線 電 波 が 透 過 す る 壁 意 匠 材 と 、 該 壁 意
匠 材 に 内 蔵 し た 無 線 タ グ と 、 壁 下 地 層 の 層 内 又 は 裏 面 側 に 配 置 し た リ ー ダ を 備 え た 壁 付 け
ス イ ッ チ 装 置 で あ っ て 、 無 線 タ グ は 、 リ ー ダ か ら の 無 線 電 波 を 受 信 す る ア ン テ ナ と 、 無 線
電 波 を 受 信 し て 電 源 の 供 給 を 受 け 、 こ の 電 源 を 利 用 し て デ ー タ を ア ン テ ナ か ら リ ー ダ へ 送
信 す る 無 線 タ グ Ｉ Ｃ と 、 壁 意 匠 材 の 表 面 側 か ら 操 作 で き て 当 該 無 線 タ グ Ｉ Ｃ の デ ー タ の 送
信 を Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 す る 操 作 ス イ ッ チ を 備 え 、 リ ー ダ は 、 無 線 タ グ に 対 す る 無 線 電 波 の
送 受 信 を 行 う ア ン テ ナ と 、 無 線 タ グ か ら 送 信 さ れ る 無 線 タ グ Ｉ Ｃ の デ ー タ に 応 じ て Ｏ Ｎ ／
Ｏ Ｆ Ｆ す る 通 電 制 御 用 ス イ ッ チ を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 壁 付 け ス イ ッ チ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
壁 下 地 層 の 表 面 側 に 配 置 し た 無 線 電 波 が 透 過 す る 壁 意 匠 材 と 、 該 壁 意 匠 材 に 内 蔵 し た 無 線
タ グ と 、 リ ー ダ を 備 え た 壁 付 け ス イ ッ チ 装 置 で あ っ て 、 該 無 線 タ グ は 、 リ ー ダ か ら の 無 線
電 波 を 受 信 す る ア ン テ ナ と 、 無 線 電 波 を 受 信 し て 電 源 の 供 給 を 受 け 、 こ の 電 源 を 利 用 し て
デ ー タ を ア ン テ ナ か ら リ ー ダ へ 送 信 す る 無 線 タ グ Ｉ Ｃ と 、 壁 意 匠 材 の 表 面 側 か ら 操 作 で き
て 当 該 無 線 タ グ Ｉ Ｃ の デ ー タ の 送 信 を Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 す る 操 作 ス イ ッ チ を 備 え 、 該 リ ー
ダ は 、 壁 意 匠 材 と 壁 下 地 層 の 間 に 配 置 し て 無 線 タ グ に 対 す る 無 線 電 波 の 送 受 信 を 行 う ア ン
テ ナ と 、 無 線 タ グ か ら 送 信 さ れ る 無 線 タ グ Ｉ Ｃ の デ ー タ に 応 じ て Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ す る 通 電 制
御 用 ス イ ッ チ を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 壁 付 け ス イ ッ チ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 操 作 ス イ ッ チ は 、 前 記 壁 意 匠 材 の 表 面 に 二 つ の 端 子 を 離 間 し て 露 出 さ せ た も の で あ り
、 こ れ ら 端 子 間 を 導 通 状 態 又 は 切 断 状 態 と す る こ と で 無 線 タ グ を 通 信 可 能 状 態 又 は 不 可 能
状 態 に 切 り 換 え る よ う に し た 請 求 項 ４ 又 は ５ 記 載 の 壁 付 け ス イ ッ チ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 無 線 電 波 （ こ こ で は 電 磁 波 を 含 む 、 以 下 同 じ ） を 受 信 し て 電 源 の 供 給 を 受 け
、 こ の 電 源 を 利 用 し て デ ー タ を ア ン テ ナ か ら 送 信 す る 無 線 タ グ を 用 い た 壁 付 け ス イ ッ チ 装
置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 壁 付 け ス イ ッ チ 装 置 １ は 、 図 ６ に 示 す 如 く 、 建 物 柱 ２ 等 に ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ３ を
取 付 け 、 石 膏 ボ ー ド 等 か ら な る 壁 下 地 層 ４ 及 び 壁 紙 等 か ら な る 壁 仕 上 層 ５ に 開 設 し た 開 口
部 ６ へ ス イ ッ チ 本 体 ９ を 挿 入 し 、 ス イ ッ チ 本 体 ９ を 取 着 し た 基 板 ７ を ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ３
に 連 結 １ ０ ， １ ０ し 、 基 板 ７ に 化 粧 カ バ ー ８ を 取 り 付 け る も の が 一 般 的 で あ る 。 （ 特 許 文
献 １ ）
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ６ ２ ６ ７ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 従 来 の 壁 付 け ス イ ッ チ 装 置 １ に は 、 次 の 様 な 問 題 点 が あ る 。 　 　 　 　 　 　 　 　
（ １ ） 壁 表 面 側 Ａ に 露 出 す る 開 口 部 ６ 及 び 基 板 ７ を 大 き な 化 粧 カ バ ー ８ で 覆 い 隠 す 必 要 が
あ る 。 そ の た め 、 大 き な 化 粧 カ バ ー ８ を 用 い る こ と な く 意 匠 デ ザ イ ン を す る こ と が 不 可 能
で あ り 、 デ ザ イ ン 上 の 制 限 が あ っ た 。
（ ２ ） 湿 気 場 所 や 水 掛 か り す る と こ ろ で は 、 ス イ ッ チ 本 体 ９ の タ ッ チ 部 と 通 電 用 接 点 部 の
間 の 漏 電 対 策 が 必 要 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 従 来 の 前 記 課 題 に 鑑 み て こ れ を 改 良 除 去 し た も の で あ っ て 、 化 粧 カ バ ー を 必 須
と す る も の で な く 、 ま た 、 特 別 の 漏 電 対 策 を 必 要 と し な い 壁 付 け ス イ ッ チ 装 置 装 置 を 提 供
せ ん と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 が 採 用 し た 手 段 は 、 無 線 電 波 が 透 過 す
る 壁 下 地 層 の 表 面 側 に 配 置 し た 無 線 タ グ と 、 壁 下 地 層 の 裏 面 側 又 は 層 内 に 配 置 し た リ ー ダ
を 備 え た 壁 付 け ス イ ッ チ 装 置 で あ っ て 、 無 線 タ グ は 、 リ ー ダ か ら の 無 線 電 波 を 受 信 す る ア
ン テ ナ と 、 無 線 電 波 を 受 信 し て 電 源 の 供 給 を 受 け 、 こ の 電 源 を 利 用 し て デ ー タ を ア ン テ ナ
か ら リ ー ダ へ 送 信 す る 無 線 タ グ Ｉ Ｃ と 、 当 該 無 線 タ グ Ｉ Ｃ の デ ー タ の 送 信 を Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ
制 御 す る 操 作 ス イ ッ チ を 備 え 、 リ ー ダ は 、 無 線 タ グ に 対 す る 無 線 電 波 の 送 受 信 を 行 う ア ン
テ ナ と 、 無 線 タ グ か ら 送 信 さ れ る 無 線 タ グ Ｉ Ｃ の デ ー タ に 応 じ て Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ す る 通 電 制
御 用 ス イ ッ チ を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 壁 付 け ス イ ッ チ 装 置 で あ る 。
　 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 に あ っ て は 、 無 線 タ グ を 壁 下 地 層 の 表 面 側 に 配 置 し 、 リ ー ダ を 壁
下 地 層 の 裏 面 側 ま た は 層 内 に 配 置 し た の で 、 従 来 の 化 粧 カ バ ー で 覆 い 隠 す こ と が 必 要 な 大
き さ の 開 口 部 を 壁 表 面 側 に 開 設 す る こ と な く 設 置 で き 、 ま た 、 濡 れ た 手 で 無 線 タ グ の 操 作
ス イ ッ チ を 操 作 し て も 感 電 し な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 操 作 ス イ ッ チ が 目 に 触 れ な い よ う に す る た め に 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 が 採 用 し た 手 段 は
、 前 記 無 線 タ グ を 、 前 記 壁 下 地 層 と 可 撓 性 の 壁 仕 上 層 の 間 に 配 置 し 、 該 壁 仕 上 層 の 表 面 か
ら 感 圧 式 の 前 記 操 作 ス イ ッ チ を 押 圧 操 作 で き る よ う に し た 請 求 項 １ 記 載 の 壁 付 け ス イ ッ チ
装 置 で あ る 。
　 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 に あ っ て は 、 操 作 ス イ ッ チ を 壁 仕 上 層 で 覆 い 隠 し 目 に つ か な い よ
う に で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 が 採 用 し た 手 段 は 、 壁 仕 上 層 の 表 面 側
に 配 置 し た 無 線 タ グ と 、 リ ー ダ を 備 え た 壁 付 け ス イ ッ チ 装 置 で あ っ て 、 該 無 線 タ グ は 、 リ
ー ダ か ら の 無 線 電 波 を 受 信 す る ア ン テ ナ と 、 無 線 電 波 を 受 信 し て 電 源 の 供 給 を 受 け 、 こ の
電 源 を 利 用 し て デ ー タ を ア ン テ ナ か ら リ ー ダ へ 送 信 す る 無 線 タ グ Ｉ Ｃ と 、 当 該 無 線 タ グ Ｉ
Ｃ の デ ー タ の 送 信 を Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 す る 操 作 ス イ ッ チ を 備 え 、 該 リ ー ダ は 、 壁 仕 上 層 と
壁 下 地 層 の 間 に 配 置 し て 無 線 タ グ に 対 す る 無 線 電 波 の 送 受 信 を 行 う ア ン テ ナ と 、 無 線 タ グ
か ら 送 信 さ れ る 無 線 タ グ Ｉ Ｃ の デ ー タ に 応 じ て Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ す る 通 電 制 御 用 ス イ ッ チ を 備
え た こ と を 特 徴 と す る 壁 付 け ス イ ッ チ 装 置 で あ る 。
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　 請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 に あ っ て は 、 無 線 タ グ と リ ー ダ を 分 離 で き る た め 、 従 来 の 化 粧 カ
バ ー で 覆 い 隠 す こ と が 必 要 な 大 き さ の 開 口 部 を 壁 表 面 側 に 開 設 す る こ と な く 設 置 で き 、 濡
れ た 手 で 無 線 タ グ の 操 作 ス イ ッ チ を 操 作 し て も 感 電 し な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 が 採 用 し た 手 段 は 、 無 線 電 波 が 透 過 す
る 壁 下 地 層 の 表 面 側 に 配 置 し た 無 線 電 波 が 透 過 す る 壁 意 匠 材 と 、 該 壁 意 匠 材 に 内 蔵 し た 無
線 タ グ と 、 壁 下 地 層 の 層 内 又 は 裏 面 側 に 配 置 し た リ ー ダ を 備 え た 壁 付 け ス イ ッ チ 装 置 で あ
っ て 、 無 線 タ グ は 、 リ ー ダ か ら の 無 線 電 波 を 受 信 す る ア ン テ ナ と 、 無 線 電 波 を 受 信 し て 電
源 の 供 給 を 受 け 、 こ の 電 源 を 利 用 し て デ ー タ を ア ン テ ナ か ら リ ー ダ へ 送 信 す る 無 線 タ グ Ｉ
Ｃ と 、 壁 意 匠 材 の 表 面 側 か ら 操 作 で き て 当 該 無 線 タ グ Ｉ Ｃ の デ ー タ の 送 信 を Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ
制 御 す る 操 作 ス イ ッ チ を 備 え 、 リ ー ダ は 、 無 線 タ グ に 対 す る 無 線 電 波 の 送 受 信 を 行 う ア ン
テ ナ と 、 無 線 タ グ か ら 送 信 さ れ る 無 線 タ グ Ｉ Ｃ の デ ー タ に 応 じ て Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ す る 通 電 制
御 用 ス イ ッ チ を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 壁 付 け ス イ ッ チ 装 置 で あ る 。
　 請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 に あ っ て は 、 壁 意 匠 材 に 内 蔵 し た 無 線 タ グ と リ ー ダ を 分 離 で き る
た め 、 従 来 の 化 粧 カ バ ー で 覆 い 隠 す こ と が 必 要 な 大 き さ の 開 口 部 を 壁 表 面 側 に 開 設 す る こ
と な く 設 置 で き 、 濡 れ た 手 で 無 線 タ グ の 操 作 ス イ ッ チ を 操 作 し て も 感 電 し な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 が 採 用 し た 手 段 は 、 壁 下 地 層 の 表 面 側
に 配 置 し た 無 線 電 波 が 透 過 す る 壁 意 匠 材 と 、 該 壁 意 匠 材 に 内 蔵 し た 無 線 タ グ と 、 リ ー ダ を
備 え た 壁 付 け ス イ ッ チ 装 置 で あ っ て 、 該 無 線 タ グ は 、 リ ー ダ か ら の 無 線 電 波 を 受 信 す る ア
ン テ ナ と 、 無 線 電 波 を 受 信 し て 電 源 の 供 給 を 受 け 、 こ の 電 源 を 利 用 し て デ ー タ を ア ン テ ナ
か ら リ ー ダ へ 送 信 す る 無 線 タ グ Ｉ Ｃ と 、 壁 意 匠 材 の 表 面 側 か ら 操 作 で き て 当 該 無 線 タ グ Ｉ
Ｃ の デ ー タ の 送 信 を Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 す る 操 作 ス イ ッ チ を 備 え 、 該 リ ー ダ は 、 壁 意 匠 材 と
壁 下 地 層 の 間 に 配 置 し て 無 線 タ グ に 対 す る 無 線 電 波 の 送 受 信 を 行 う ア ン テ ナ と 、 無 線 タ グ
か ら 送 信 さ れ る 無 線 タ グ Ｉ Ｃ の デ ー タ に 応 じ て Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ す る 通 電 制 御 用 ス イ ッ チ を 備
え た こ と を 特 徴 と す る 壁 付 け ス イ ッ チ 装 置 で あ る 。
　 請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 に あ っ て は 、 壁 意 匠 材 に 内 蔵 し た 無 線 タ グ と リ ー ダ を 分 離 で き る
た め 、 従 来 の 化 粧 カ バ ー で 覆 い 隠 す こ と が 必 要 な 大 き さ の 開 口 部 を 壁 表 面 側 に 開 設 す る こ
と な く 設 置 で き 、 濡 れ た 手 で 無 線 タ グ の 操 作 ス イ ッ チ を 操 作 し て も 漏 電 し な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 請 求 項 ６ 記 載 の 本 発 明 が 採 用 し た 手 段 は 、 前 記 操 作 ス イ ッ チ
は 、 前 記 壁 意 匠 材 の 表 面 に 二 つ の 端 子 を 離 間 し て 露 出 さ せ た も の で あ り 、 こ れ ら 端 子 間 を
導 通 状 態 又 は 切 断 状 態 と す る こ と で 無 線 タ グ を 通 信 可 能 状 態 又 は 不 可 能 状 態 に 切 り 換 え る
よ う に し た 請 求 項 ４ 又 は ５ 記 載 の 壁 付 け ス イ ッ チ 装 置 。 な お 、 前 記 二 つ の 端 子 は 、 無 線 タ
グ の ア ン テ ナ の 切 断 箇 所 を 形 成 す る も の で あ り 、 こ れ ら 端 子 間 を 導 通 状 態 又 は 切 断 状 態 と
す る こ と で ア ン テ ナ を 通 信 可 能 状 態 又 は 不 可 能 状 態 に 切 り 換 え る よ う に し て 、 通 常 切 断 状
態 で あ り 、 人 体 の 接 触 で 導 通 状 態 と な る よ う に す る こ と も あ る 。
　 請 求 項 ６ 記 載 の 本 発 明 に あ っ て は 、 壁 意 匠 材 の 表 面 に 露 出 し た 二 つ の 端 子 の 間 を 、 壁 意
匠 材 の 外 部 か ら 導 通 状 態 又 は 切 断 状 態 と す る こ と で 無 線 タ グ を 通 信 可 能 状 態 又 は 不 可 能 状
態 に 切 り 換 え で き る の で 、 無 線 タ グ に 可 動 部 の あ る 機 械 式 の ス イ ッ チ を 備 え る 必 要 も な い
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ ， ３ ， ４ 及 び ５ 記 載 の 本 発 明 に 係 る 壁 付 け ス イ ッ チ 装 置 は 、 従 来 の 大 き な 化 粧
カ バ ー を 用 い る こ と な く 意 匠 デ ザ イ ン で き る の で デ ザ イ ン の 自 由 度 が 高 め る こ と が で き 、
ま た 、 感 電 対 策 が 不 要 と な り 湿 気 場 所 や 水 掛 か り す る 場 所 に も 設 置 で き る 。
　 請 求 項 ２ 記 載 の 記 載 の 本 発 明 に 係 る 壁 付 け ス イ ッ チ 装 置 は 、 操 作 ス イ ッ チ を 壁 仕 上 層 で
覆 い 隠 し て 目 に つ か な い よ う に で き る た め 、 デ ザ イ ン の 自 由 度 を 更 に 高 め る こ と が で る 。
　 請 求 項 ６ 記 載 の 本 発 明 に 係 る 壁 付 け ス イ ッ チ 装 置 は 、 無 線 タ グ に 可 動 部 の あ る 機 械 式 の
ス イ ッ チ を 用 い な い た め に 、 無 線 タ グ を 小 型 化 し て 壁 意 匠 材 に 容 易 に 内 蔵 す る こ と が で き
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る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 に 係 る 壁 付 け ス イ ッ チ 装 置 （ 以 下 、 「 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 」 と い う ） の
構 成 を 図 面 に 示 す 実 施 の 形 態 に 基 づ い て 説 明 す る と 次 の 通 り で あ る 。
（ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ は 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る も の で あ り 、 （ Ａ ） は 壁 表 面 側 Ａ
か ら 見 た 正 面 図 、 （ Ｂ ） は 右 側 断 面 図 、 （ Ｃ ） は 無 線 タ グ の 電 気 回 路 構 成 、 （ Ｄ ） は 別 態
様 を 示 す 右 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 例 の 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 １ １ は 、 無 線 電 波 が 透 過 す る 壁 下 地 層 １ ２ の 表 面 側 Ａ に 配 置
し た 無 線 タ グ １ ３ と 、 壁 下 地 層 １ ２ の 裏 面 側 （ 図 （ Ｂ ） ） 又 は 層 内 （ 図 （ Ｄ ） ） に 配 置 し
た リ ー ダ １ ４ を 備 え て い る 。 壁 下 地 層 １ ２ は 、 石 膏 ボ ー ド ま た は 木 質 合 板 等 の 下 地 板 か ら
形 成 さ れ 、 表 面 が 壁 紙 等 の 壁 仕 上 層 ２ ０ で 覆 わ れ て い る 。 ま た 、 壁 下 地 層 １ ２ は 、 壁 土 で
形 成 さ れ 、 表 面 が し っ く い 等 の 壁 仕 上 層 ２ ０ で 覆 わ れ る こ と も あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 無 線 タ グ １ ３ は 、 リ ー ダ １ ４ か ら の 無 線 電 波 を 受 信 す る ア ン テ ナ １ ５ と 、 無 線 電 波
を 受 信 し て 電 源 の 供 給 を 受 け 、 こ の 電 源 を 利 用 し て デ ー タ を ア ン テ ナ １ ５ か ら リ ー ダ １ ４
へ 送 信 す る 無 線 タ グ Ｉ Ｃ １ ６ と 、 無 線 タ グ Ｉ Ｃ １ ６ の デ ー タ の 送 信 を Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 す
る 操 作 ス イ ッ チ １ ７ を 備 え て い る 。 操 作 ス イ ッ チ １ ７ は 、 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ 等 の 感 圧 式
の ス イ ッ チ が 採 用 さ れ 。 ア ン テ ナ ３ は 、 円 形 又 は 方 形 の ル ー プ ア ン テ ナ 以 外 に 、 ダ イ ポ ー
ル ア ン テ ナ ， ヘ リ ッ ク ス ア ン テ ナ ， タ ー ン ス タ イ ル ア ン テ ナ 等 を 採 用 す る こ と が で き る 。
　 　 　
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 無 線 タ グ １ ３ は 、 合 成 樹 脂 シ ー ト 等 か ら な る 無 線 電 波 が 透 過 す る 基 板 に 上 に ア ン テ
ナ １ ５ 、 無 線 タ グ Ｉ Ｃ １ ６ 及 び 操 作 ス イ ッ チ １ ７ が 設 け ら れ 、 こ れ ら に 湿 気 が 接 触 し な い
よ う に 防 水 性 の 合 成 樹 脂 シ ー ト で ラ ミ ネ ー ト す る 等 し て 封 止 し て あ る 。 無 線 タ グ １ ３ は 、
操 作 ス イ ッ チ １ ７ の 部 分 を 可 撓 性 で 防 水 性 の 合 成 樹 脂 シ ー ト 等 で 覆 っ て 、 表 面 側 か ら 指 先
で 押 圧 操 作 で き る よ う に し て あ る 。 無 線 タ グ １ ３ は 、 壁 仕 上 層 ２ ０ の 表 面 に 、 接 着 、 粘 着
ま た は ビ ス 止 め 等 で 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 リ ー ダ １ ４ は 、 無 線 タ グ １ ３ に 対 す る 無 線 電 波 の 送 受 信 を 行 う ア ン テ ナ １ ８ と 、 操
作 対 象 機 器 （ 図 示 略 ） を 起 動 ／ 停 止 さ せ る 通 電 制 御 用 ス イ ッ チ １ ９ と 、 無 線 タ グ １ ３ か ら
送 信 さ れ る 無 線 タ グ Ｉ Ｃ １ ６ の デ ー タ に 応 じ て 通 電 制 御 用 ス イ ッ チ １ ９ を Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 作
動 さ せ る リ ー ダ 回 路 ２ ３ を 備 え て い る 。 ア ン テ ナ １ ８ は 、 前 記 ア ン テ ナ ３ と 同 様 に 、 円 形
又 は 方 形 の ル ー プ ア ン テ ナ 以 外 に 、 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ ， ヘ リ ッ ク ス ア ン テ ナ ， タ ー ン ス
タ イ ル ア ン テ ナ 等 を 採 用 す る こ と が で き る 。 通 電 制 御 用 ス イ ッ チ １ ９ は 、 リ レ ー 等 か ら な
る 有 接 点 式 、 ま た は サ イ リ ス タ 等 か ら な る 無 接 点 式 の ス イ ッ チ が 用 途 に 応 じ て 選 択 さ れ る
。 リ ー ダ １ ４ は 、 は 、 無 線 電 波 が 透 過 す る 合 成 樹 脂 製 の 収 納 ボ ッ ク ス ２ １ に 収 納 さ れ て 外
部 の 衝 撃 等 か ら 保 護 さ れ 、 外 部 配 線 ２ ２ が 接 続 さ れ る 。 収 納 ボ ッ ク ス ２ １ は 、 無 線 タ グ １
３ と 交 信 で き る 箇 所 に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 例 の 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 １ １ は 、 無 線 タ グ １ ３ の 操 作 ス イ ッ チ １ ７ （ 次 回 の 押 圧 操 作
ま で Ｏ Ｎ 状 態 を 保 持 す る タ イ プ の ス イ ツ チ ） が 押 圧 操 作 で Ｏ Ｎ な っ た こ と に よ り 、 無 線 タ
グ Ｉ Ｃ １ ６ に 記 憶 さ れ て い る デ ー タ が 無 線 通 信 イ ン タ ー フ エ イ ス を 通 じ て ア ン テ ナ １ ５ か
ら リ ー ダ １ ４ 側 の ア ン テ ナ １ ８ を 経 て リ ー ダ 回 路 ２ ３ へ 送 信 さ れ リ ー ダ １ ４ 側 の 通 電 制 御
用 ス イ ッ チ １ ９ を Ｏ Ｎ 作 動 さ せ て 、 照 明 ， 換 気 扇 等 の 操 作 対 象 機 器 （ 図 示 略 ） を 起 動 操 作
す る こ と が で き 、 ま た 、 無 線 タ グ １ ３ の 操 作 ス イ ッ チ １ ７ が 次 の 押 圧 操 作 で Ｏ Ｆ Ｆ に な っ
た こ と に よ り 、 無 線 タ グ Ｉ Ｃ １ ６ の デ ー タ が リ ー ダ １ ４ 側 へ 送 信 さ れ ず に リ ー ダ １ ４ 側 の
通 電 制 御 用 ス イ ッ チ １ ９ を Ｏ Ｆ Ｆ 作 動 さ せ て 、 照 明 ， 換 気 扇 等 の 操 作 対 象 機 器 （ 図 示 略 ）
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を 停 止 操 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 １ １ は 、 図 示 は 省 略 し た が 、 起 動 専 用 の 無 線 タ グ １ ３ と 停 止 専 用 の
無 線 タ グ １ ３ を 一 組 と し 、 起 動 専 用 の 無 線 タ グ １ ３ の 操 作 ス イ ッ チ １ ７ の 操 作 で リ ー ダ １
４ 側 の 通 電 制 御 用 ス イ ッ チ １ ９ を Ｏ Ｎ 作 動 さ せ 、 停 止 専 用 の 無 線 タ グ １ ３ の 操 作 ス イ ッ チ
１ ７ の 操 作 で リ ー ダ １ ４ 側 の 通 電 制 御 用 ス イ ッ チ １ ９ を Ｏ Ｆ Ｆ 作 動 さ せ る よ う に 構 成 す る
こ と も あ る 。 ま た 、 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 １ １ は 、 一 つ の 無 線 タ グ １ ３ の 操 作 ス イ ッ チ １ ７
の 操 作 が 繰 り 返 さ れ る た び に 、 リ ー ダ １ ４ 側 の 通 電 制 御 用 ス イ ッ チ １ ９ の Ｏ Ｎ 作 動 と Ｏ Ｆ
Ｆ 作 動 を 交 互 に 繰 り 返 す よ う に リ ー ダ 回 路 ２ ３ を 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 １ １ は 、 無 線 タ グ １ ３ と リ ー ダ １ ４ を 分 離 で き る た め 、 従 来 の 化 粧
カ バ ー １ ０ （ 図 ６ 参 照 ） で 覆 い 隠 す こ と が 必 要 な 大 き さ の 開 口 部 を 壁 表 面 側 に 開 設 す る こ
と な く 設 置 で き 、 ま た 、 濡 れ た 手 で 無 線 タ グ １ ３ の 操 作 ス イ ッ チ １ ７ を 操 作 し て も 感 電 す
る こ と も な い 。 ま た 、 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 １ １ は 、 無 線 タ グ １ ３ と リ ー ダ １ ４ を 交 信 で き
る 範 囲 で 分 離 で き る た め 、 無 線 タ グ １ ３ 及 び リ ー ダ １ ４ の 設 置 場 所 の 制 限 が 少 な く な り 、
従 来 の 壁 ス イ ッ チ 装 置 を 設 置 で き な い 箇 所 で も 設 置 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ２ は 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る も の で あ り 、 （ Ａ ） は 壁 表 面 側 Ａ
か ら 見 た 正 面 図 、 （ Ｂ ） は 全 体 の 右 側 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 例 の 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 ３ １ が 前 記 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 １ １
（ 図 １ 参 照 ） と 相 違 す る 点 は 、 無 線 タ グ １ ３ を 、 壁 下 地 層 １ ２ と 可 撓 性 の 壁 仕 上 層 ２ ０ の
間 に 配 置 し 、 壁 仕 上 層 ２ ０ の 表 面 か ら 感 圧 式 の 操 作 ス イ ッ チ １ ７ を 押 圧 操 作 で き る よ う に
し て 、 操 作 ス イ ッ チ １ ７ が 目 に 触 れ な い よ う に し た こ と で あ る 。 こ の 相 違 点 以 外 の 構 成 は
、 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 １ １ と 実 質 的 に 同 一 で あ り 、 第 １ の 実 施 の
形 態 と 同 一 の 符 号 は 同 一 構 成 部 材 等 を 指 し て お り 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。 な お 、 壁 下 地
層 １ ２ は 、 無 線 電 波 が 透 過 し な い タ イ プ の も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ３ は 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る も の で あ り 、 （ Ａ ） は 壁 表 面 側 Ａ
か ら 見 た 正 面 図 、 （ Ｂ ） は 右 側 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 例 の 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 ４ １ が 前 記 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 １ １
（ 図 １ 参 照 ） と 相 違 す る 点 は 、 壁 仕 上 層 ２ ０ と 壁 下 地 層 １ ２ の 間 に リ ー ダ １ ４ の ア ン テ ナ
１ ８ を 配 置 し 、 壁 下 地 層 １ ２ に 穿 設 し た 小 径 の 挿 通 孔 １ ２ ａ を 挿 通 す る ア ン テ ナ １ ８ の リ
ー ド 線 １ ８ ａ を リ ー ダ １ ４ の リ ー ダ 回 路 ２ ３ へ 接 続 し た こ と で あ る 。 こ の 相 違 点 以 外 の 構
成 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 １ １ と 実 質 的 に 同 一 で あ り 、 第 １ の 実
施 の 形 態 と 同 一 の 符 号 は 同 一 構 成 部 材 等 を 指 し て お り 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 例 の 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 ４ １ は 、 無 線 タ グ １ ３ と リ ー ダ １ ４ の ア ン テ ナ １ ８ を 接 近 さ
せ る こ と が 可 能 と な り 、 リ ー ダ １ ４ の リ ー ダ 回 路 ２ ３ 及 び 通 電 制 御 用 ス イ ッ チ １ ９ を 無 線
タ グ １ ３ か ら 離 す こ と が 可 能 と な り 、 リ ー ダ 回 路 ２ ３ 及 び 通 電 制 御 用 ス イ ッ チ １ ９ を 設 置
す る 場 所 の 制 限 を よ り 少 な く で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ 第 ４ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ４ は 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る も の で あ り 、 （ Ａ ） は 壁 表 面 側 Ａ
か ら 見 た 正 面 図 、 （ Ｂ ） は 全 体 の 右 側 断 面 図 、 （ Ｃ ） は 壁 意 匠 材 に 内 蔵 し た 無 線 タ グ を 拡
大 し た 右 側 断 面 図 、 （ Ｄ ） は 無 線 タ グ の 電 気 回 路 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 本 例 の 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 ５ １ は 、 無 線 電 波 が 透 過 す る 壁 下 地 層 １ ２ の 表 面 側 に 配 置 し
た 無 線 電 波 が 透 過 す る 壁 意 匠 材 ５ ２ と 、 壁 意 匠 材 ５ ２ に 内 蔵 し た 無 線 タ グ ５ ３ と 、 リ ー ダ
１ ４ を 備 え て い る 。 壁 下 地 層 １ ２ は 、 石 膏 ボ ー ド ま た は 木 質 合 板 等 の 下 地 板 か ら 形 成 さ れ
て 、 壁 意 匠 材 ５ ２ が 接 着 ま た は 係 止 金 具 （ 図 示 略 ） で 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 無 線 タ グ ５ ３ は 、 リ ー ダ １ ４ か ら の 無 線 電 波 を 受 信 す る ア ン テ ナ １ ５ と 、 無 線 電 波
を 受 信 し て 電 源 の 供 給 を 受 け 、 こ の 電 源 を 利 用 し て デ ー タ を ア ン テ ナ １ ５ か ら リ ー ダ １ ４
へ 送 信 す る 無 線 タ グ Ｉ Ｃ １ ６ と 、 無 線 タ グ Ｉ Ｃ １ ６ の デ ー タ の 送 信 を Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 す
る 操 作 ス イ ッ チ ５ ７ を 備 え て い る 。 ア ン テ ナ ３ は 、 円 形 又 は 方 形 の ル ー プ ア ン テ ナ 以 外 に
、 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ ， ヘ リ ッ ク ス ア ン テ ナ ， タ ー ン ス タ イ ル ア ン テ ナ 等 を 採 用 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 操 作 ス イ ッ チ ５ ７ は 、 二 つ の 端 子 ５ ７ Ａ ， ５ ７ Ｂ を 離 間 し て 露 出 さ せ た も の で あ り
、 こ れ ら 端 子 間 ５ ７ Ａ ， ５ ７ Ｂ を 導 通 状 態 （ Ｏ Ｎ 状 態 ） 又 は 切 断 状 態 （ Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 ） と す
る こ と で 無 線 タ グ ５ ３ を 通 信 可 能 状 態 又 は 不 可 能 状 態 に 切 り 換 え る よ う に し て い る 。 ア ン
テ ナ １ ５ の 切 断 箇 所 を 二 つ の 端 子 ５ ７ Ａ ， ５ ７ Ｂ で 形 成 し た と き に は 、 こ れ ら 端 子 間 ５ ７
Ａ ， ５ ７ Ｂ を 導 通 状 態 （ Ｏ Ｎ 状 態 ） 又 は 切 断 状 態 （ Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 ） と す る こ と で ア ン テ ナ １
５ を 通 信 可 能 状 態 又 は 不 可 能 状 態 に 切 り 換 え ら れ る の で 、 無 線 タ グ Ｉ Ｃ １ ６ 自 体 に ス イ ッ
チ 回 路 を 形 成 す る 必 要 も な く 、 汎 用 の 無 線 タ グ Ｉ Ｃ １ ６ を 利 用 し て コ ス ト 低 減 を 図 る こ と
が 可 能 と な る 。 無 線 タ グ ５ ３ を 構 成 す る ア ン テ ナ １ ５ ， 無 線 タ グ Ｉ Ｃ １ ６ は 、 壁 意 匠 材 ５
２ に 内 蔵 さ れ て お り 、 前 記 操 作 ス イ ッ チ ５ ７ を 構 成 す る 二 つ の 端 子 ５ ７ Ａ ， ５ ７ Ｂ の 先 端
側 一 部 が 壁 意 匠 材 ５ ２ の 表 面 ５ ２ ａ か ら 露 出 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 操 作 ス イ ッ チ ５ ７ は 、 通 常 は 端 子 間 ５ ７ Ａ ， ５ ７ Ｂ が 導 通 し な い 切 断 状 態 （ Ｏ Ｆ Ｆ
状 態 ） に な っ て い て ア ン テ ナ １ ５ を 通 信 不 可 能 状 態 と し 、 人 体 （ 例 え ば 、 指 先 ， 手 ま た は
足 ） の 接 触 で 端 子 間 ５ ７ Ａ ， ５ ７ Ｂ が 導 通 状 態 （ Ｏ Ｎ 状 態 ） に な る と ア ン テ ナ １ ５ を 通 信
可 能 状 態 に す る 。 各 端 子 ５ ７ Ａ ， ５ ７ Ｂ は 、 人 体 の 接 触 す る 表 面 を 金 メ ッ キ 等 で 被 覆 し て
、 腐 食 を 防 止 し て 確 実 な 導 通 状 態 を 得 る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 壁 意 匠 材 ５ ２ は 、 合 成 樹 脂 若 し く は 陶 磁 器 等 の 無 線 電 波 が 透 過 す る 材 質 か ら な る 固
形 物 で あ り 、 例 え ば 、 レ ン ガ 若 し く は タ イ ル 等 か ら な り 、 内 部 の 空 洞 部 ５ ２ ｂ に 無 線 タ グ
５ ３ を 内 蔵 し 、 封 止 材 ５ ４ で 固 定 し て い る 。 空 洞 部 ５ ２ ｂ は 、 蓋 部 ５ ２ ｃ で 覆 わ れ て い る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 リ ー ダ １ ４ は 、 一 つ の 無 線 タ グ ５ ３ の 操 作 ス イ ッ チ ５ ７ の 操 作 が 繰 り 返 さ れ る た び
に 、 通 電 制 御 用 ス イ ッ チ １ ９ の Ｏ Ｎ 作 動 と Ｏ Ｆ Ｆ 作 動 を 交 互 に 繰 り 返 す よ う に リ ー ダ 回 路
２ ３ を 構 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 例 の 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 ５ １ は 、 壁 意 匠 材 ５ ２ の 表 面 ５ ２ ａ に 露 出 す る 端 子 間 ５ ７ Ａ
， ５ ７ Ｂ が 人 体 の 接 触 で 導 通 状 態 （ Ｏ Ｎ 状 態 ） に な っ て ア ン テ ナ １ ５ を 通 信 可 能 状 態 に す
る と 、 リ ー ダ １ ４ 側 の ア ン テ ナ １ ８ か ら 送 信 さ れ る 無 線 電 波 を 、 無 線 タ グ ５ ３ の ア ン テ ナ
１ ５ が 受 信 し 、 無 線 タ グ Ｉ Ｃ １ ６ 内 部 の 電 圧 回 路 に 動 作 用 の 電 圧 を 発 生 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 操 作 ス イ ッ チ ５ ７ が Ｏ Ｎ に な っ た こ と に よ り 、 無 線 タ グ Ｉ Ｃ １ ６ に 記 憶 さ れ て い
る デ ー タ が 無 線 通 信 イ ン タ ー フ エ イ ス を 通 じ て ア ン テ ナ １ ５ か ら リ ー ダ １ ４ 側 の ア ン テ ナ
１ ８ を 経 て リ ー ダ 回 路 へ 送 信 さ れ リ ー ダ １ ４ 側 の 通 電 制 御 用 ス イ ッ チ １ ９ を Ｏ Ｎ 作 動 さ せ
て 、 照 明 ， 換 気 扇 等 の 操 作 対 象 機 器 （ 図 示 略 ） を Ｏ Ｎ 操 作 す る こ と が で き 、 無 線 タ グ ５ ３
の 操 作 ス イ ッ チ ５ ７ が 一 旦 Ｏ Ｆ Ｆ に な っ た 後 に 再 度 Ｏ Ｎ に な る こ と に よ り 、 リ ー ダ １ ４ 側
の 通 電 制 御 用 ス イ ッ チ １ ９ を Ｏ Ｆ Ｆ 作 動 さ せ て 、 照 明 ， 換 気 扇 等 の 操 作 対 象 機 器 （ 図 示 略
） を Ｏ Ｆ Ｆ 操 作 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 ５ １ は 、 無 線 タ グ ５ ３ と リ ー ダ １ ４ を 分 離 で き る た め 、 従 来 の 化 粧
カ バ ー １ ０ （ 図 ６ 参 照 ） で 覆 い 隠 す こ と が 必 要 な 大 き さ の 開 口 部 を 壁 表 面 側 に 開 設 す る こ
と な く 設 置 で き 、 ま た 、 濡 れ た 手 で 無 線 タ グ ５ ３ の 操 作 ス イ ッ チ ５ ７ を 操 作 し て も 感 電 す
る こ と も な い 。 ま た 、 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 ５ １ は 、 無 線 タ グ ５ ３ と リ ー ダ １ ４ を 交 信 で き
る 範 囲 で 分 離 で き る た め 、 無 線 タ グ ５ ３ 及 び リ ー ダ １ ４ の 設 置 場 所 の 制 限 が 少 な く な り 、
従 来 の 壁 ス イ ッ チ 装 置 を 設 置 で き な い 箇 所 で も 設 置 す る こ と が 可 能 と な る 。 な お 、 本 発 明
ス イ ッ チ 装 置 ５ １ は 、 起 動 専 用 の 無 線 タ グ ５ ３ と 停 止 専 用 の 無 線 タ グ ５ ３ を 一 組 と し 、 起
動 専 用 の 無 線 タ グ ５ ３ の 操 作 ス イ ッ チ ５ ７ の 操 作 で リ ー ダ １ ４ 側 の 通 電 制 御 用 ス イ ッ チ １
９ を Ｏ Ｎ 作 動 さ せ 、 停 止 専 用 の 無 線 タ グ ５ ３ の 操 作 ス イ ッ チ ５ ７ の 操 作 で リ ー ダ １ ４ 側 の
通 電 制 御 用 ス イ ッ チ １ ９ を Ｏ Ｆ Ｆ 作 動 さ せ る よ う に 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ 第 ５ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ５ は 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に 係 る も の で あ り 、 （ Ａ ） は 壁 表 面 側 Ａ
か ら 見 た 正 面 図 、 （ Ｂ ） は 全 体 の 右 側 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 例 の 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 ６ １ が 前 記 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 ５ １
（ 図 ４ 参 照 ） と 相 違 す る 点 は 、 壁 仕 上 層 １ ２ と 壁 意 匠 材 ５ ２ の 間 に リ ー ダ １ ４ の ア ン テ ナ
１ ８ を 配 置 し 、 壁 下 地 層 １ ２ に 穿 設 し た 小 径 の 挿 通 孔 １ ２ ａ を 挿 通 す る ア ン テ ナ １ ８ の リ
ー ド 線 １ ８ ａ を リ ー ダ １ ４ の リ ー ダ 回 路 ２ ３ へ 接 続 し た こ と で あ る 。 こ の 相 違 点 以 外 の 構
成 は 、 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 ５ １ と 実 質 的 に 同 一 で あ り 、 第 ４ の 実
施 の 形 態 と 同 一 の 符 号 は 同 一 構 成 部 材 等 を 指 し て お り 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 例 の 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 ６ １ は 、 無 線 タ グ ５ ３ と リ ー ダ １ ４ の ア ン テ ナ １ ８ を 接 近 さ
せ る こ と が 可 能 と な り 、 リ ー ダ １ ４ の リ ー ダ 回 路 ２ ３ 及 び 通 電 制 御 用 ス イ ッ チ １ ９ を 無 線
タ グ ５ ３ か ら 離 す こ と が 可 能 と な り 、 リ ー ダ 回 路 ２ ３ 及 び 通 電 制 御 用 ス イ ッ チ １ ９ を 設 置
す る 場 所 の 制 限 を よ り 少 な く で き る 。 な お 、 壁 下 地 層 １ ２ は 、 無 線 電 波 が 透 過 し な い タ イ
プ の も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
（ そ の 他 の 実 施 の 形 態 ）
　 前 記 第 ４ ， ５ の 実 施 の 形 態 に 係 る 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 ５ １ ， ６ １ （ 図 ４ ， 図 ５ 参 照 ） は
、 前 記 操 作 ス イ ッ チ ５ ７ を 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 ２ １ に 用 い て い
る 感 圧 式 の 操 作 ス イ ッ チ １ １ に 置 換 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 は
、 前 記 無 線 タ グ １ ３ （ ５ ３ ） 及 び リ ー ダ １ ４ の 複 数 組 を 備 え て 、 一 箇 所 で 複 数 の 操 作 対 象
機 器 （ 例 え ば 、 照 明 と 換 気 扇 ） を Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 操 作 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る も の で あ り 、 （ Ａ ） は 壁 表 面 側 Ａ
か ら 見 た 正 面 図 、 （ Ｂ ） は 右 側 断 面 図 、 （ Ｃ ） は 無 線 タ グ の 電 気 回 路 構 成 、 （ Ｄ ） は 別 態
様 を 示 す 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る も の で あ り 、 （ Ａ ） は 壁 表 面 側 Ａ
か ら 見 た 正 面 図 、 （ Ｂ ） は 全 体 の 右 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る も の で あ り 、 （ Ａ ） は 壁 表 面 側 Ａ
か ら 見 た 正 面 図 、 （ Ｂ ） は 右 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る も の で あ り 、 （ Ａ ） は 壁 表 面 側 Ａ
か ら 見 た 正 面 図 、 （ Ｂ ） は 全 体 の 右 側 断 面 図 、 （ Ｃ ） は 壁 意 匠 材 に 内 蔵 し た 無 線 タ グ を 拡
大 し た 右 側 断 面 図 、 （ Ｄ ） は 無 線 タ グ の 電 気 回 路 構 成 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 ス イ ッ チ 装 置 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に 係 る も の で あ り 、 （ Ａ ） は 壁 表 面 側 Ａ
か ら 見 た 正 面 図 、 （ Ｂ ） は 全 体 の 右 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 壁 ス イ ッ チ 装 置 を 示 す 右 側 断 面 図 で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
１ ２ … 壁 下 地 層 、 １ ３ （ ５ ３ ） … 無 線 タ グ 、 １ ４ … リ ー ダ 、 １ ５ … ア ン テ ナ 、 １ ６ … 無 線
タ グ Ｉ Ｃ 、 １ ７ （ ５ ７ ） … 操 作 ス イ ッ チ 、 １ ９ … 通 電 制 御 用 ス ッ チ 、 ２ ０ … 仕 上 層 、 ５ ２
… 壁 意 匠 材

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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